
番号制度ネットワーク監視サービス 
（LGWAN-ASPコード：A801031） 

自治体中間サーバー・プラットフォーム接続のためのお客様の安定稼動をサポートする 

【問合せ先】 お近くの弊社又は代理店の担当営業までお問合せ願います。                        

番号制度ネットワーク監視サービスの主な特徴 

 番号制度ネットワーク監視サービスは、監視サーバにて自治体中間サーバーと団体内統合宛名システムや既存業
務サーバ間のネットワーク機器を監視・管理し、障害検出、リモート通報、装置設定情報管理を実現する運用・保
守サービスです。トラブルを検知すると富士通LCMサービスセンターに自動通報し、トラブルの早期解決を支援します。 

導入のメリット 

 自治体様の自治体中間サーバー接続に必要な機器で発生したトラブルを早期に検出、復旧支援します。 

 障害によりハード交換実施時に、自動バックアップされたConfig情報より、迅速な復旧が可能になります。 

 トラブル時に自治体中間サーバー・PF接続が停止する時間を最小限に留められます。 
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【監視項目】 
・死活監視 
・SNMPトラップ監視 
・Config情報バックアップ 
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